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Abstract
In my last paper, I explored questions posed by the protagonist of Emily of New Moon
(1923) by Lucy M. Montgomery (1874−1942). An assertive heroine, Emily asks questions to
various people and, in turn, answers questions put to her. The questions reveal characters’
personalities, thoughts, and ways of living. Analysis of such questions shows how open and
closed questions produce remarkably distinctive results. Several researchers in the Society
of English Children’s Literature showed interest in my research about open and closed
questions, and requested that I similarly analyze Anne of Green Gables (1908), by the same
author. In response, I explore in this paper the open and closed questions by the heroin and
main characters of Anne. I also study the differences and similarities between the two
heroines, comparing the questions of Anne with those of Emily.
はじめに
昨年度の紀要論文において大人を相手に自己主張のできる少女を主人公にした作品をとりあげ、
主要登場人物の質問に焦点をあて、かれらの性格や思考、生き方などを考察する論文を発表した。
その後、その論文をさらに発展させた内容の研究発表を英米児童文学の学会で行ったところ、参
加者たちに関心を持たれ、他の主人公でも分析を試みてはどうか、その際、エミリーに匹敵する
主人公は誰だろうかなど様々なコメントが寄せられた。その中の一つであった同じモンゴメリの
作品の主人公であるアンの質問について分析してほしいという強い要望を受けて、今回の論文に
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至った。前回の紀要論文で取り上げた『可愛いエミリー』（Emily of New Moon, 1923）はルー
シー・モード・モンゴメリ（Lucy Maud Montgomery, 1874−1942）の自伝的作品として評価
の高いものであるが、モンゴメリの出世作は何と言っても『赤毛のアン』（Anne of Green Gables,
1908）であり、作品の知名度としても群を抜いている。世界中の人々に愛され続けている作品
と言っても過言ではないだろう。従って、前回の論文同様、本稿では「閉ざされた質問（＝Closed
Questions）」と「開かれた質問（＝Open Questions）」をテーマに、『赤毛のアン』の主要登場
人物たちを分析し、考察する。さらに、アンとエミリー、及び作品レベルでの比較検討も行う。
本稿で手法として扱う「閉ざされた質問（＝Closed Questions）」と「開かれた質問（＝Open
Questions）」は、アイビー（A. E. Ivey 1933－ ）とその共同研究者によって開発されたカウ
ンセリング技法訓練方法である「マイクロカウンセリング（microcounseling）」1 の中で、底辺
に位置する基本的かかわり技法に含まれている。「はい（Yes）」「いいえ（No）」や短い単語で返
答する「閉ざされた質問」と、「どんな（What）」「「どうして（Why）」「どのように（How）」
のような返答の自由度が高い「開かれた質問」は、励まし、言い換え、要約、感情の反映、意味
の反映と共に、言語レベルの傾聴技法であるとされている2。
1．質問文の分析と表の作成
本稿では、孤児であることでさまざまなハンディを背負っているにもかかわらず、常に前向き
に人生を切り開いていこうとする少女アン・シャーリイ（Anne Shirley）を主人公にした小説
『赤毛のアン』（Anne of Green Gables）を取り上げる。『赤毛のアン』はこれまで数多くの国
で翻訳され、舞台化され、映画化され、テレビ化され、アニメーションにもなった。大勢のファ
ンがアンの舞台であるカナダのプリンス・エドワード島を訪れ、その中には日本人も多く含まれ
る。また多くの研究者たちがモンゴメリとその作品、とくにアン・シリーズ（その人気により、
数多くの続編が書かれたため、アンの登場する作品はまとめてこのように呼ばれている）をとり
あげ、出版された研究書や発表も数えきれないほどである。しかし、本稿のような質問文の角度
から『赤毛のアン』を分析した研究はこれまでにない。これは新たなチャレンジでもある。
『赤毛のアン』は、『可愛いエミリー』同様、主人公の少女が11歳の孤児という境遇で物語は
始まるが、エミリーが親戚に引き取られ、一族のしがらみに巻き込まれるのに対して、アンは全
くの孤立無援の状況にあり、周囲に遠慮しながらも、足枷の無い分、自由奔放にふるまう感があ
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章 質問文合計 アン アン（心） マリラ マシュウ
レイチェル・
リンド
親友
ダイアナ
バ リーイ夫人
（ダイアナの母）
ミス・バ リーイ
（ダイアナの伯母） ギルバート
その他の
友人たち
その他の
大人たち
1 7 3 2+2
2 44 43 1
3 23 10 13
4 20 12 2 4+2
5 24 20 3+1
6 12 3 1 3+1 4
7 14 9 5
8 23 18 1 4
9 12 7 1+1 3
10 19 11 3+1 3+1
11 6 1 5
12 15 9 2 1 3
13 12 11 1
14 15 6 5+1 3
15 22 10 2+2 0+1 5 教師2
16 23 15 5 2 1
17 7 5 2
18 18 17 1
19 27 18 3 1 3 1 1
20 12 6 6
21 18 15 3
22 9 7 2
23 10 5 1 2 キャリー 2
24 7 7
25 23 8 2 2+1 5 2 店員3
26 7 3 1 3
27 17 6 11
28 12 3 3 1 1 3 ルビー1
29 11 8 1 1 1
30 12 7 4 ジョー シィ1
31 9 6 3
32 9 1 8
33 17 6 2 6 ジェイン3
34 4 1 ジョー シィ1ルビー2
35 1 ルビー1
36 14 6 2 1 2 1 1 ジェイン1
37 9 2 6 1
38 13 7 3 3
合計 557 328 13 115 14 13 36 8 3 6 12 9
割合％ 59％ 2％ 21％ 3％ 2％ 6％ 1％ 1％ 1％ 2％ 2％
割合％（小数第2位まで） 58.89％ 2.33％ 20.65％ 2.51％ 2.33％ 6.46％ 1.44％ 0.54％ 1.08％ 2.15％ 1.62％
る。両者の違いを質問文の分析を通して徐々に論じていきたい。
まず作品の中から質問文を拾い上げ、分類し、分析した。質問文の中でも他の登場人物の言葉
を間接的に表しているものは除外した。一方、引用符（“ ”）がなくても、その質問文の発信者
が明らかである場合は分析リストに入れた。大人も子どもも自問自答の質問文が時々目についた。
以下が作成した分類別の表である。
まず、全部で38章ある作品の中で誰が何回質問を発したかをまとめたのが表 Aである。で
示した数字が章を表し、主人公のアンの質問に限って、引用符のある質問とない質問に分け、後
者を分類上「アン（心）」とした。これはほとんど自問自答である。アン以外でも自問自答の質
問はプラス記号（＋）の右に来る数字で示した。
表 A 作品中の登場人物たちが質問した回数 ＋の右側の数字は自問自答、合計欄の数字はすべて含む
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登場人物は大勢いるが、質問文をする人物たちはかなり限られている。前回取り上げた作品の
主人公エミリーに比べると、アンの会話の量はかなりのものだが、彼女以外で質問する登場人物
は予想以上に少なかった。表 Aからわかるように、質問はアンと彼女に直接かかわる一部の人
物たちに限られている。それ故、アンの置かれた舞台は個々の地名は違っても、エミリーと同じ
プリンス・エドワード島内にあり、その面積も人口もさほど変わらないと思われるが、アンの活
動範囲の方が狭い印象を与える。また、表 Aの「その他の友人たち」はアンの同級生で、その
後のシリーズで関わってくるにもかかわらず、彼女（彼）たちが発する質問が少ないことに驚く。
エミリーの場合、初めて登校した際に、同級生の少女たちから機関銃のような質問攻撃にあった
が、アンの場合はそのお喋りが他の少女たちを圧倒したのか、マリラの心配をよそに、新しい環
境にひるむことなく同級生たちと同等にふるまっている。つまり、両者の学校生活を比較すると、
その質問数から判断して、エミリーの場合、彼女と互角にやりあう子どもたち何人か活躍するの
に対して、アンの場合は、彼女の上にひときわ強いスポットライトがあてられているようだ。同
級生の一人であるギルバートは表 Aに登場する唯一の男友達である。その質問数が少ないにも
かかわらず表に加えたのは、彼が未来のアンの夫だからである。二人の出会いはギルバートのか
らかいが原因の喧嘩から始まったため、会話はほとんどなされていない。最終章でようやく仲直
りすることになり、続編以降での会話に読者の期待は寄せられる。
「その他の大人たち」について、第6章における4回というのは、それ以降は登場しない二人
の女性が発した質問である。男の子の孤児を引き取るはずが、間違って女の子が来てしまった経
緯を聞くためにマリラが世話役の女性を訪ねた際、スペンサー夫人（Mrs Spencer）とブリュエ
ット夫人（Mrs Peter Blewett）という二人の女性がマリラとアンに向けた質問である。第15章
で質問を発する「大人」はフィリップス（Mr Phillip）という男性教員で、アンを含めた生徒た
ちに人気がなく、教師と生徒の交流を表す会話はほとんどみられない。第25章の「大人」の質
問は、寡黙なマシュウがアンへのクリスマスプレゼントを買いに勇気を奮って出かけた店で応対
した女性店員によるものである。ここではマシュウのピントのずれた質問と、それに対応する若
い派手な女性店員（マシュウの最も苦手なタイプ）の質問が読者の笑いを誘う。
アンを引き取ったのは独身兄妹のマシュウ・カスバート（Matthew Cuthbert）とマリラ・カ
スバート（Marilla Cuthbert）だが、マシュウは内気で寡黙な人柄ゆえ、当然のことながら、母
親役のマリラとアンの間に多くの会話がなされる。近所の詮索好きで噂好きでお節介なレイチェ
ル・リンド（Mrs Rachel Lynde）が時々登場するが、その質問回数はそのキャラクターのイメ
ージに反して少ないことに改めて驚く。友人の中でもダイアナ（Diana Barry）の質問が群を抜
埼玉女子短期大学研究紀要 第28号 2013.09
― ―５２
いて多いのは、彼女がアンの親友だからである。ダイアナとの友情が深いことから、その母親バ
ーリイ夫人、その伯母ミス・バーリイとの間に会話がなされるのは自然の成り行きであろう。と
くに子どものいないミス・バーリイは想像力豊かで物怖じしないアンを気に入り、登場するたび
にアンを喜ばせる。この女性はエミリーの大叔母ナンシーを思わせる。ナンシーほど強烈な個性
はないが、子どものいない老婦人で、恩着せがましくなくアンを経済面から支援するところがよ
く似ている。ナンシーは上級学校の1年分の学費を負担し、ミス・バーリイは続編でアンに高額
の遺産を残す。このおかげでアンは大学生活を続けられるのである。
先に述べたように、アンをとりまく質問は、他人だが身内同様のマリラとマシュウ、マリラの
友人で近隣に住むレイチェル・リンド、親友ダイアナとその家族、一部の同級生に絞られている。
その質問を質問者及び質問相手に絞って詳しく分析したのが表 Bと Cである。
章 アン（心） マリラ マシュウ マリラ＆マシュウ
レイチェル・
リンド ダイアナ
バ リーイ夫人
（ダイアナの母）
ミス・バ リーイ
（ダイアナの伯母） ギルバート 友人たち
1
2 43
3 8 1 1
4 2 12
5 20
6 1 3
7 9
8 1 18
9 2 5
10 6 2 3
11 1
12 7 2
13 11
14 6
15 6 4
16 6 7 2
17 1 4
18 4 11 2
19 4 2 9 3
20 6
21 12 2 1
22 7
23 4 ジョーシイ1
24 7
25 1 3 4
26 1 2 1
27 6
28 3 2 1
29 3 5
30 7
31 6
32 1
33 2 3 ダイアナ＆ジェイン3
34 1
35
36 2 2 1 3
37 2
38 7
合計 13 195 61 4 10 48 2 3 1 4
表 B 主人公アンが質問した相手と回数
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章 マリラ マシュウ レイチェル・リンド
親友
ダイアナ
バ リーイ夫人
（ダイアナの母）
ミス・バ リーイ
（ダイアナの伯母） ギルバート 友人たち 大人たち
1
2 1
3 8
4 3
5 3
6 2
7 4
8 4
9 1 1
10 2 2
11 5
12 2 1 1
13 1
14 5
15 1 5 教師2
16 5 2 1
17 2
18
19 2 1 3 1 1
20 6
21 3
22 2
23 2 キャリイン2
24
25 1 2
26 3
27 11
28 1 1 3 ルビー1
29 1 1 1
30 3
31 3
32 8
33 4
ジェイン3
（アンとダイアナの2人に
質問する）
34 ルビー2ジョーシイ1
35
36 1 1 1 ジェイン1
37 4 1
38 3 3
合計 84 5 2 34 5 2 6 10 4
表 C 主人公アンに質問した登場人物と回数
表 Dは主要人物たちの質問文の「閉ざされた質問（＝Closed Questions）」と「開かれた質問
（＝Open Questions）」の数と割合を比較したものである。表 Dでは閉ざされた質問を C，開
かれた質問を Oとし、アンの場合は表 Aと同様に、引用符（“ ”）のない質問は自問自答である
ことから、「心」と表記した。
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章 アン マリラ マシュウ リンド夫人 ダイアナ ギルバート
C C付加疑問
C否定
疑問 C心 O O心 C
付加・
否定 O C
付加・
否定 O C
付加・
否定 O C
付加・
否定 O C O
1 2 付1・否1 1 1 1+2
2 35 15 6 8 1 付1
3 7 1 2 3 6 否2 7
4 11 4 4 2 1 2 3+1
5 18 4 8 2 2 1+1
6 3 1 4 付1
7 7 3 1 2 3 否1 2
8 16 3 5 3 1 3
9 1 1 6 1 否1 0+1 3 否3
10 8 2 3 3 1 2+1 2+1 付1・否1 1
11 1 1 否1 4
12 8 2 3 1 1 1 1
13 11 3 3 1
14 5 2 2 1 3 否1 3 2 否1 1 2 3
15 9 1 5 1 2+2 0+1 2 3
16 10 3 2 5 2 否1 3 2 付1
17 5 1 1 2 否1
18 14 5 2 3
19 12 2 4 6 1 付1 2 1 2 付1 1
20 4 1 2 3 否1 3
21 14 4 7 1 3
22 5 3 2 1 1
23 3 3 2 1
24 6 1 3 1
25 7 2 2 1 1 付1 1 2 否1 0+1 5 否1 2 否1
26 3 1 1 1 2
27 4 2 2 4 否1 7
28 3 3 1 1 1 2
29 8 2 1 1 1 否1
30 4 1 1 3 2 2
31 4 2 1 2 1 2
32 1 5 否2付3 3
33 6 1 1 3 否2 3 3
34 1 1
35
36 4 3 1 2 1 1 2 付1 1 否1
37 2 2 5 付2 1 1
38 5 1 2 3 3
合計 261 68 79 6 65 9 50 付6否10 65 10 付3否4 4 10 否4 3 24 付5否6 17 7 2
表 D 主要登場人物が行った閉ざされた質問（Closed Questions=C）と開かれた質問（Open Questions=O）の回数
＋の右側の数字は自問自答（引用符のない質問）を表す 付加疑問と否定疑問はのCの一部である
閉ざされた質問を見ていると、付加疑問と否定疑問が目立つため、それも表 Dに付け加えた。
それはあくまでも閉ざされた質問の一部である。アンの場合は付加疑問と否定疑問をそれぞれ独
立した欄にしたが、マリラ、マシュウ、レイチェル・リンド、ダイアナは一緒の欄（付加・否定）
にまとめ、その欄内に、付加疑問が2つなら、付2と、否定疑問が3つなら、否3と記入した。『可
愛いエミリー』と比べると、主人公をはじめ、主要人物たちに付加疑問と否定疑問が目立つ。
『赤毛のアン』と『可愛いエミリー』の分量だが、前者は38章、後者は31章であり、ページ
数は前者が253頁、後者が299頁で、分量的にはややエミリーの方が長い。しかし、エミリーの
場合は自作の詩が時々ベージを埋めるため、言い換えれば、文字数が少ない頁もあることから、
両者は分量的に大差ないものと判断できる。
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2．質問から作品を読みとる
表 ABCDをデータとして、登場人物たちを分析してみよう。主人公アンの質問文の占める割
合は全体の6割を超える。エミリーが4割だったのと比べると、いかにアンが話好きで、好奇心
旺盛であるかがよくわかる。アンは初対面の相手でも物おじすることなく、質問をぶつける。そ
の最たるものは第2章である。男の子を引き取るつもりで駅まで迎えに行ったマシュウとアンの
運命の出会いの場面である。寡黙なマシュウはうまく事情が説明できず、手違いとはいえ、子ど
もを一人駅に置き去りにすることはできないので、取りあえず自宅に連れて帰ることにする。面
倒な説明は妹マリラに任せることにしたため、アンは自分が引き取られると思い込み、嬉しさも
手伝ってあれこれマシュウに尋ねる。第2章の中でアンが43回も質問しているのに、マシュウの
質問は1回だけである。アンの質問回数の多さと二人の回数の差は全章の中でも際立っている。
ゆっくりと馬車を走らせながら、マシュウは好奇心と想像力が人並み以上のアンの質問に耳を傾
ける。女性が苦手なマシュウだが、自分でも不思議なことにアンのおしゃべりが気に入り、好き
なだけアンに話しをさせる。喜んだアンはマシュウの返事のあるなしに関わらず、質問を浴びせ
る。その一方的な質問をいくつか取り上げてみよう。
“I suppose you are Mr Matthew Cuthbert of Green Gables?”3
“. . . I am dreadfully thin, ain’t I?” . . . .
“Isn’t that beautiful? What did that tree, leaning out from the bank, all
white and lacy, make you think of?” she asked. (p.17.)
“It’s delightful when your imaginations come true, isn’t it? . . . . And
what does make the roads red?” . . . . “But am I talking too much?”
(p.18.)
“Is there a brook anywhere near Green Gables?” (p.19.)
“Which would you rather be if you had the choice ― divinely beautiful
or dazzlingly clever or angelically good?” (p.20.)
“Have we really only another mile to go before we get home?” (p.22.)
アンの質問はこれから行くマシュウの家であるグリーン・ゲイブルズのこと、コンプレックス
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になっている自分の髪の色や体型や性格、人の美しさや幸せについてなど、個人的なことから抽
象論まで幅広い。初めて会った人との間のぎくしゃくした雰囲気を和らげるというより、アンは
本能のまま、とりとめもなく頭に浮かんだことを次から次へと質問をしているようである。質問
の種類は（表 D参照）開かれた質問8、閉ざされた質問35、その閉ざされた質問の中、付加疑問
15、否定疑問6とさまざまである。上記の引用からもわかるように、アンは自分でもしゃべりす
ぎることは十分に自覚している。それでも止まらない理由を知的好奇心によるものだと正当化し、
“. . . , but how are you going to find out about things if you don’t ask questions?” (p.18) と
マシュウに説明しているのは、少々滑稽であるが、子どもらしい考えだとも言える。アンは何で
も疑問に思うことをそのまま口にしているが、常に正解を求めているわけでない。わからないと
思うとすぐに開かれた質問をぶつけるが、相手から満足いく解答が得るのが難しいと判断すると、
それ以上は追及しない。
“Well, that is one of the things to find out some time. Isn’t it splendid
to think of all the things there are to find out about? It just makes me
feel glad to be alive ― it’s such an interesting world. It wouldn’t be half
so interesting if we knew all about everything, would it? There’d be no
scope for imagination then, would there? . . . .” (p.18.)
幼い子どもがいつまでも「どうして、なぜ」と問い続けるのは違って、アンは相手がうまく自分
の質問に応じられないと、すぐに頭を切り替え、自分で答えを探そうと今後の課題とする。さら
に、アンの発する閉ざされた質問、とくに付加疑問は同意を求めている場合に過ぎないことも多
い。質問にすべて答える必要がないことから、おっとりしたマシュウでもあまり煩わしく感じる
ことなく、アンの一方的なお喋りの聞き手になれたのだろう。
この第2章でアンの最後の質問が“That’s it, isn’t it?”（p.24）であるのは見逃せない。なぜな
ら、これは初めて訪れるグリーン・ゲイブルズがどれかを言い当てるものだからだ。アンの質問
全部には即答できなかったマシュウも、この質問には“Well now, you’ve guessed it!”（p.24）と
すんなり答えている。自分の運命を暗示する感が見事に的中したアンは幸せの絶頂であっただろ
う。それだけに、次の章に入ったとたん、マリラの鋭い口調によってグリーン・ゲイブルズが自
分の居場所ではないという冷たい現実に直面すると、その落差にアンはショックを受け、読者は
主人公の行く末が大いに気になり、本から目が離せなくなる。
好奇心旺盛で想像力豊かなアンは、およそ想像力のかけらもない真面目だが融通の利かない、
開かれた質問と閉ざされた質問 Part2
― ―５７
言わば固い考えと堅苦しい雰囲気をもつマリラにも遠慮なく質問をぶつける。ただ、マシュウと
違って、マリラは驚きながらも、アンに現実的な質問をぶつけて応酬する。それによってアンも
しぶしぶ想像の世界から現実に引き戻される。それは初対面のときだけでなく、その後も繰り返
される。
“. . . . What’s your name?”
The child hesitated for a moment.
“Will you please call me Cordelia?” she said eagerly.
“Call you Cordelia! Is that your name?”
“No-o-o, it’s not exactly my name, but I would love to be called Cordelia.
It’s such a perfectly elegant name.”
“I don’t know what on earth you mean. If Cordelia isn’t your name,
what is?
“Anne Shirley,” reluctantly faltered forth the owner of that name, “but
oh, please do call me Cordelia. It can’t matter much to you what you call
me if I’m only going to be here a little while, can it? And Anne is such an
unromantic name.”
“Unromantic fiddlesticks!” said the unsympathetic Marilla.
“Anne is a real good plain sensible name. You’ve no need to be ashamed
of it.” . . . .
“. . . . But if you call me Anne, please call me Anne spelled with an e.”
“What difference does it make how it’s spelled?” asked Marilla . . . .
(pp.26−27.)
上記の二人のやりとりは、たわいない内容ながらも、二人の性格及び考え方の違いをよく表して
いる。マリアはひたすら現実的で淡々と会話を進めるが、アンは想像力で少しでも自分のささや
かな現実を華やかに彩ろうとしていることが伝わってくる。対照的な二人だが、同居生活を送る
運命となり、お互い最も質問を交わしあう仲になる。アンは孤児の自分をひきとってもらったと
いう恩を感じながらも、本心を隠さずマリラにぶつけることがたびたびある。また自尊心の強い
アンは時として周囲と妥協せず、ごたごたを起こし、マリラの手に負えなくなる事態を招く。困
り果てたマリラは“What would you advise, Rachel?”（p.101）と近隣に住む友人のレイチェル・
リンドに相談するはめになる。すると相談されるのが嬉しいリンド夫人は喜んでマリラに助言を
与え、それによって事はうまく対処されるのである。マリラとアンは何度も衝突を繰り返すうち
に、本当の家族のように深い絆で結ばれていく。アンをひきとってよかったと幸せを感じるマシ
ュウとマリラの本心は、アンの卒業式の二人の会話に溢れでている。
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“Reckon you’re glad we kept her, Marilla?” whispered Matthew,
speaking for the first time since he had entered the hall, when Anne had
finished her essay.
“It’s not the first time I’ve been glad,” retorted Marilla. “You do like to
rub things in, Matthew Cuthbert.” (p.238.)
『赤毛のアン』は、アンがグリーン・ゲイブルズに引き取られたところから始まり、さまざま
な出来事を体験し、さまざまな人に出会い、受験勉強の後、上級学校へ進学し、卒業し、さらに
大学進学を目前にしたところで、人生の曲がり角にぶつかり、進学を断念し、村の小学校に赴任
することが決まった時点で幕を閉じる。アンが11歳から16歳ぐらいまでの年月を描いているこ
の物語の中で、アンが全く質問をしない章が一つある。自問自答を数に入れなければ二章もある。
これは教員免許を取得するためにアンが進んだ上級学校であるクイーン学院（Queen’s
Academy）での1年間を描いた章である。クイーン学院の学校生活が描かれているのは34章から
35章のたった3章である。34章の前半は町へ行く前の準備について、35章は卒業試験の結果発表
と卒業式が中心であるため、実際の学校生活には1.5章分しか触れられていない。それ故に、ア
ンの会話自体も少なく、会話の中に質問文がなくても不思議ではない。アンの唯一の質問文は、
大学4年間を通して与えらえる奨学金のことを知った時に心に浮かんだものである。“Wouldn’t
Matthew be proud if I got to be a B.A.?”（p.232）（「私が文学士になれたら、マシュウはどん
なに誇りに思うだろう」）という自問自答には、奨学金獲得への強い闘志と、自分を信じ、誰よ
りも慈しんでくれるマシュウの愛情になんとか応えたいという切ない思いが込められている。こ
の質問には他の質問にはない重みが感じられる。クイーン学院の生活とその前の受験勉強にほぼ
同じくらい物語のページ数を割いていることも興味深い。アンを含め7人の少年少女が体験する
受験勉強は、やや具体的なところに欠けるが、それでも現代の子供たちに共感できるものがある。
アンの友達の質問は数が少ないだけなく、その内容もストーリーの展開に影響しているものは
ほとんどない。なかには個性の強さを感じる少女もいるが、親友のダイアナ以外はあまり印象が
残らない。しかし将来夫となるギルバートはその登場場面は少ないが、徐々に存在は大きくなっ
ていく。二人が学校で初めて会ったとき、ハンサムなギルバートに少女たちの多くは関心を寄せ
ていた。しかしアンだけは想像の世界に浸っていて、ギルバートの方を少しも目を向けない。そ
れが面白くないギルバートは何とかアンを自分へ振り向かせようとして、アンのおさげをひっぱ
る。自分が最もコンプレックスを抱いている赤毛のことを「にんじん」とからかわれたため、ア
ンは石盤でギルバートの頭を叩く。石盤が真っ二つに割れるほど力が入っていたことから、アン
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の怒りのすさまじさと、その短気な性格がよく現れている。この行為は生徒として恥ずべきもの
であり、女性の地位がまた低かった当時では、今以上に少女としてあるまじきものであったこと
は、教師が原因を作ったギルバートには何も言わず、アンのみを叱責し、その日の授業の最後ま
で黒板の前に立たされるという罰を与えたことから容易にわかる。その後も一波乱あって、二人
の仲はさらに遠のくが、ギルバートは28章で“Can’t we be good friends? I’m awfully sorry I
made fun of your hair that time.” (p.187)とアンに仲直りを申し出る。この申し出をアンは一
時の感情で拒絶したため、その後何度も後悔する羽目になる。だが、最後の38章で、“Are we going
to be friends after this? Have you really forgiven me my old fault?”（p.253）というギルバ
ートの再度の申し出をアンは素直に受け取る。アンとギルバートの関係はまだ友情に過ぎないが、
続編での発展は容易に想像できる。ただ、あまりに礼儀正しく、生真面目で、二人の恋心は現代
ではやや現実離れした感をぬぐえない。
3．開かれた質問と閉ざされた質問
エミリーが行った質問の中、閉ざされた質問は82で、開かれた質問は56とその比率は約3対2
で、アンの場合は4対1とかなり違う（表 D参照）。閉ざされた質問中における付加疑問と否定疑
問の割合は、エミリーの場合はそれぞれ9.8％、20％、アンの場合は26％、30％となる。アンだ
けではない。マリラもマシュウもダイアナも付加疑問や否定疑問が多い。これはなぜだろうか。
まず、アンについて言えることはよくしゃべるということだ。エミリーは話すのと同じくらい文
章を書く。「書く」となると、人はその前に考える。一方「話す」ときは、すぐに言い直しがで
きるから、思ったままを口にする。したがって、アンの質問数が多いのは当然である。さらに、
付加疑問や否定疑問が多いのはアンが相手に同意を求めている気持ちの表れだと考えられる。ア
ンは親戚が一人もいない天涯孤独の孤児である。知らず知らずのうちに周囲の同意を求め、関心
を引き、自分の味方を増やそうとしているのではないだろうか。さらに、アンは自分のささやか
な喜びを自分だけの胸に留めて置けない性格である。庭に咲くゼラニウムや村の美しい湖や樹木
にさえ、愛情を注ぎ、それにふさわしい名をつける。白い樺の木は「花嫁」（“a bride” p.17）、
アンから一瞬言葉を奪うほど感動させた並木路は「喜びの白い路」（“the White Way of Delight”
p.22）、地元ではバーリイ池（“Barry’s Pond” p.22）と呼ばれる池を「輝く湖」（“the Lake of
Shining Waters” p.22）のように、アンは自分が心惹かれるものすべてに次々独自の名をつけて
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いく。こうすることで、自分のものといえるものを得た気持ちになっているのではないだろうか。
貧しい孤児ゆえに、持てる物は他の子どもに比べて極めて少ない。それ故、せめて自分だけのオ
リジナルの名をつけることで自然の驚異や美を自分のものとし、心を豊かにしていたのではない
だろうか。そして見事にマッチした名を思いつくことは埋もれていた神秘を見つけた喜びと同じ
であり、その喜びを他人と分かち合いたいと思い、思わず口に出すのではないだろうか。独り占
めは孤独を大きくする。アンは同意を求める質問や喜びを伝えることで、気持ちを共有できる友
を周囲に増やし、一人ぼっちの状況を変えていこうとしていたのだと思う。そしてそれはアンが
幼い頃から自然に身につけた本能的スキルだと考える。
一方、エミリーは強い信念を持っており、将来の方向性も幼いうちからはっきりしており、自
分の考えが必ずしも賛同されなくても構わないと思っている。それは先に挙げた付加疑問の比率
の低さからも読み取れる。もちろんエミリーも仲間外れは好きではないが、安易に妥協せず、公
然と立ち向かう強さは備えている。これは単にマレー一族の誇り（マレー一族は選ばれた者とい
う意識が強く、無意識のうちにエミリーの心にも生じている）だけでなく、心の底に「書く」こ
とを一生続けていこうとする強いキャリア意識があるからだと考える。その意識があるからこそ
周囲からの冷たい仕打ちや誤解などにも屈せず、乗り越えていくのだろう。「書く」ことは彼女
にとってすべてのことの支えとなり、方向付けとなっているのだ。それに対してアンは漠然とし
た未来を描くことはあっても、まだそれほど強い将来への方向性はできていない。アンも強い意
志を持っているが、心の中にキャリア意識はまだはっきりと形をなしていない。物語の最後で、
マシュウの急死と経済的事情から働く決意をするが、それは必要に迫られてのことである。続編
でアンは村の教師や町の学校の校長を勤めるが、それはすべて独身時代の仕事であり、ギルバー
トと結婚してからは一切職業には就かない。しかし、エミリーは物語の最初から自立を口にし、
創作活動（日記や詩作など）を休まず続け、結婚後も断念することはない、というよりできない
だろうことは容易に想像がつく。このふたりの意識の違いと人生設計の相違がそれぞれの質問文
の中にも見え隠れするのではないだろうか。
マリラはアンと一緒に住むようになって以来、アンの親代わりである。孤児をひきとったこと
から、上から目線でアンに接しても不思議はない。事実をはっきりさせるため、開かれた質問を
遠慮なくアンにぶつける。マリラはなぜなのか、何なのか、どこなのかなどストレートに質問を
し、その答を求める。
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“Where were you born and how old are you?” (p.37.)
“Why, Anne, what do you mean?” (p.46.)
“Where did you learn that?” (p.46.)
“Why, child, whatever is the matter?” (p.49.)
“Anne, whatever are you thinking of?” demanded Marilla sharply. (p.51.)
“What is the matter with them?” (p.69.)
“How do you know she has?” (p.125.)
“What do you think about it yourself, Anne?” (p.201.)
“What has come over you?” (p.211.)
マリラはアンを責めたり、叱責したりする際にも、よく開かれた質問をしている。
“Then why don’t you like them (i.e. the dresses)?” (p.69.)
“What on earth put you up to such a caper?” (p.73.)
“What time did I tell you to come in?” (p.78.)
“Where did you put it (i.e. the brooch)?” (p.83.)
“Whatever has gone wrong now, Anne?” (p.108.)
“What on earth did you give her?” (p.109.)
“What on earth did you put into that cake?” (p.147.)
“Anne Shirley, what have you done to your hair? Why, it’s green!” (p.179.)
叱責の場合、その答えがわかっていて質問するのは、答えを相手の口からはっきり相手に言わせ
ることで、相手に自分の愚かさをしっかり認識させるためである。閉ざされた質問のみで叱れば、
だた謝るだけの応答しか戻ってこないかもしれない。それでは相手が本当に自分の間違いが理解
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でているのか、反省しているのか確かめられない。相手が子どもなら、なおさらである。
しかしながら、一つに質問に一つの気持ちだけが込められているわけではない。上記で取り上
げた最後の質問には、一体何をしたのかわかっているのかと問い詰める気持ちの他に、一体どう
してこんなことをやったのかとその理由を知りたい気持ちなど様々な感情が入り混じっている。
時には愛情と怒りが同時に込められた質問もあり、マリラの複雑な心境やアンに対する感情の変
化が読み取れる。
マリラはアンの身を心配したり、扱いをどうしたらいいのか分からない場合にも、次にあげる
ように開かれた質問をしている。普段はあまり他人に自分の感情や弱みをみせない性格のマリラ
が、アンのことを他人に尋ねたり、相談するのはよくよくの場合である。子育ての経験がないた
め、やむを得ずとも考えられるが、アンを大事に思う気持ちがプライドを上回るほど大きくなっ
てきた現れではないだろうか。また、アンが大怪我をしたときは、心配する質問にあえぐ声と青
い顔色が伴って、心配の様子を大きくしてる。
How would she get on with the other children? And how on earth would
she ever manage to hold her tongue during school hours? (p.92.)
“I don’t know what to do with her,” said Marilla. “She declares she
won’t go back to school. . . . . What would you advise, Rachel?” (pp.100−101.)
“Mrs Barry, what has happened to her?” she gasped, more white and
shaken than the self-contained, sensible Marilla had been for many years．
(p.156.)
アンが自分の想像力でありもしない幽霊におびえたときには、開かれた質問がマリラの呆れた気
持ちを表現している。
“What has got into your head now, Anne Shirley? . . . .”
. . . .
“The Haunted Wood! Are you crazy? What under the canopy is the
Haunted Wood?” . . . .
“Fiddlesticks! There is no such thing as a haunted wood anywhere.
Who has been telling you such stuff?” (p.138.)
このように開かれた質問を通して、マリラの気持ちの推移の変化を考察するのも一つの面白い手
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法である。
それでは、マリラの閉ざされた質問にはどういう特徴があるだろうか。閉ざされた質問の中の
付加疑問と否定疑問を合わせた割合は約32％で、相手がマシュウやリンド夫人など大人の場合
は、念を押したり、自分の考えが間違っていないことの確認が多い。しかし、子ども同然のアン
に対しては次のように叱責に使っている。
“Aren’t you ashamed of yourself?” (p.60.)
“Didn’t you know the difference yourself?” (p.109.)
“You heard what I said, Anne, didn’t you? Take off your boots and go to
bed.” (p.127.)
“Anne Shirley, didn’t you know it was a wicked thing to do?” (p.180.)
開かれた質問と違って、理由を聞くまでもなくしかる場合は、閉ざされた質問の方が効果的で
ある。閉ざされた質問より数では上回っているマリラの開かれた質問は、最初は単にアンのこと
を知るためだったが、次第にアンを心配し、アンをより理解するためにと変わっていく。その変
化に伴って、感情を表にださないはずのマリラの気持ちが次第に外へ現れるようになると、“Are
you sick, then?”（p.179）のようなシンプルな閉ざされた質問がアンに向けられる。イエスかノ
ーの答えを求めているこの質問文は、アンを心配し、大切に思うマリラの気持ちがストレートに
伝わってくる。
マシュウの場合、閉ざされた質問は9つで、そのうちの7つが否定疑問か付加疑問のどちらか
である。これはマシュウが自己主張できない性格によるものであろう。はっきりと尋ねることが
苦手なマシュウは否定疑問や付加疑問を使うことで、遠慮しながら人に話しかける。アンがレイ
チェル・リンドに初めて会ったとき、一番気にしている赤毛を指摘されたため、癇癪を起こし、
マリラに自室謹慎の罰を与えられた。しかしアンはなかなか反省しない。そんな強情なアンを説
得し、リンド夫人の謝罪に行かせたのは“Well now, Anne, don’t you think you’d better do it
and have it over with?”（p.63）というマシュウの穏やかな否定疑問である。「こうしなさい」
というより「こうした方がいいと思わないかね」という優しい否定疑問は、アンのプライドを傷
つけずに、ごたごたを収めている。子どもにもプライドはある。プライドを持った子どもを大人
と同等に扱うことでマシュウは問題解決へ導いている。
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マシュウはエミリーの従兄弟ジミーを思わせる。ジミーはマシュウほど寡黙ではないが、多弁
でもない。世間ずれしているところは似ている。そして何より重要なのは、二人とも巧みな聞き
手であることだ。アンもエミリーも、同居の大人の女性（マリラとエリザベス）とは衝突し、言
い合いになることもあるが、不思議とマシュウあるいはジミーの前では気持ちが落ち着き、本音
を語り、助言に素直に従う。これはふたりが無意識のうちに、カウンセラー（相談）役を果たし
ているからである。相談者（アンとエミリー）の気持ちを丸ごと受け入れ、全面的に共感し、指
示する。そこで理解されたと感じた相談者は心を開き、すべてを打ち明ける。そして、カウンセ
ラーの助言を受け入れ、解決方向へ向かう。カウンセラーはさりげなくほのめかすだけだから、
アンもエミリーも自分で解決したかのように思い、満足感を抱く。
さらに、ジミーもマシュウも満たされないエミリーとアンのささやかな希望を叶える。両親が
いない二人は我儘が言えず、多くを我慢している。書くことが好きなエミリーにとって何より必
要なノートをジミーは恩着せがましくなく与えている。当時、紙は貴重品でどこにでもあるとい
うものではなかったし、小説を書くことはよくないことと見なされていたから、少女のエミリー
がおいそれとノートを買うわけにはいかない。ジミーの行動は、せがまれなくても可愛いエミリ
ーの欲しいものを十分理解した上での愛情に満ちたものである。マシュウも同様に、アンの願い
をかなえている。アンが二年前に一度チョコレート・キャラメルを食べたが、あのような美味し
いものはなかったと言うと、数日後、菓子は子どもの胃や歯に悪いと文句を言うマリラに遠慮し
ながら、アンにわざわざ買ってきたチョコレート・キャラメルを差し出す。マリラはいわゆる質
実剛健で、無駄遣いはしない。子どもに華美な服装やおしゃれは必要ないと信じている。しかし、
孤児院育ちのアンは押さえつけられてきた分、美しい物へのあこがれや欲求が強い。自分には無
理だと思いながらも、心の底では望み、いつも想像力で耐えている。そのようなアンの気持ちを
察し、クリスマスに美しいドレス、しかもアンがずっと欲しいと願っていた膨らんだ袖のついた
流行のドレスを贈ったのはマシュウである。このマシュウの行動にレイチェル・リンドが寄せる
意見は、厳しいながらも的を得ている。
開かれた質問と閉ざされた質問 Part2
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“It’ll be a real satisfaction to see that poor child wearing something
decent for once. The way Marilla dressed her is positively ridiculous,
that’s what, and I’ve ached to tell her so plainly a dozen times. . . . . I
suppose she’s trying to cultivate a spirit of humility in Anne by dressing
her as she does; but it’s more likely to cultivate envy and discontent. I’m
sure the child must feel the difference between her clothes and the other
girls’. But to think of Matthew taking notice of it! That man is waking
up after being asleep for over sixty years.” (pp.166-67.)
マリラもマシュウもアンと暮らすことで、自分たちも成長していったのである。マシュウはそ
れまで心の中で眠っていた想像力が動きだし、マリラは頑固な心の砦が崩れ始めた。これはどち
らもアンの存在が原因である。アンの並外れた言動にマシュウもマリラははらはらし通しである
が、それまであまりにも平穏無事すぎた生活に変化をもたらしてくれたともいえる。その変化は
暮らしだけでなく、二人の考え方や生き方にも影響を与える。つまり、活気や喜びが心の中へ浸
透していくのである。そしてその根底にあるのは言うまでもなく血のつながりを超えた深い人間
愛である。
おわりに
同じ作者の作品である『赤毛のアン』（Anne of Green Gables）と『可愛いエミリー』（Emily
of New Moon）及びその主人公の違いは、会話の一部に過ぎない質問からも十分に読み取るこ
とができる。物語の分量にそれほどの差はないと思われるが、質問の数は思った以上に差があっ
た。前者は全体で質問数が557、後者は487、そのうち主人公の発した質問はアンが328、エミリ
ーが139である。この数の差は、先に述べたように、アンが非常に話し好きであることと、エミ
リーが「書く」ことに重点を置いていることによる。さらに質問する他の登場人物が『赤毛のア
ン』には予想以上に少なく、『可愛いエミリー』にはアンの倍以上いるということも考慮にいれ
るべきであろう。今回の分析では、アンをとりまく生活は極めて穏やかで平和であるが、その世
界はかなり狭い範囲の中にあることを強く認識した。アンがやがて村の小学校の教師になり、大
学生活を送り、さらに校長という立場で再び就職…とシリーズが進んで行けば、その世界は広が
り、登場人物も多種多様になり、さまざまな質問が交わされるだろう。だが、『赤毛のアン』で
は親友ダイアナ以外は友人の存在は強いとは言い難い。一緒に受験勉強する仲間もいるのだが、
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質問を含め、会話もあまり多くない。一方エミリーはイルゼやテディといった友人の他に、年長
の助言者たちが彼女の人生に少なからず影響を与えている。学校生活においては、アンもエミリ
ーも最初に出会った教師とはそりが合わず、彼女たちから見れば不当な扱いを受ける。後に赴任
する教師には二人とも尊敬の念を抱く。しかしながら、その程度には大きな差がある。エミリー
と教師たちの関係はよくも悪くも強烈である。それは「書く」ことがエミリーと教師の間に存在
しているからである。批判されたり、賞賛されたりすることで、「書く」ことはエミリーの感情
や人間関係を左右する。本論でも述べたように、エミリーはアン同様、まだ学校へ通う少女だが、
彼女には「書く」ことを通して、自立心や働くというキャリア意識がすでに芽生えている。エミ
リーは11歳で職業人としての自分の将来像（キャリアビジョン）を描いている。それはエミリ
ーだけでなく、彼女の親友たちも同様である。ここがアンとエミリーの決定的な違いである。二
人の主人公が成長して行く過程を描く続編を含めて、さらに二人の生き方や思考の比較、及び作
品の分析と考察を続けていきたいと考えている。
注
1 木村周『キャリア・カウンセリング：理論と実際、その今日的意義』（社団法人 雇用問題
研究会、2007）pp.246−48.
平木典子『カウンセリングとは何か』（朝日選書586）（朝日新聞出版、2010）p.36, pp.172
−73.
2 木村周『キャリア・カウンセリング』pp.247−48． 平木典子『カウンセリングとは何か』p.174.
平木典子『自己カウンセリングとアサーションのすすめ』（金子書房、2010）では、「開か
れた質問・閉じられた質問」（pp.131−33）と表現されている。
3 L. M. Montgomery, Anne of Green Gables (London:Puffin Books, 1977) p.16． 以後、こ
の作品からの引用はページ数を文中に記す。
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